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、、ごはんはおいしいか” 	ねたきり不自由な生活を 
iO月 7 日から 4 日間、自宅でねたきりのおとしより46人を巡回訪問

枕元で市長に励まされたおとしよりたちは、フトンの中から手をさ

と握手をかわしていました。 

おくっているおとしよりを励まそうと、佐々木市長は

しました。 、、また元気になって、自然に親しもう” と

し述べ、 「市長さんも市のためにがんばってください」 

柳町 木村いくさん 8の方で 
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十

月
 
日
 

（
火
）晴
 

昨
日
か
ら
 

ー
 
降
り
続
い
て

い
た
雨
も
や

み
、
美
し

い

秋
空
の
朝
を
 

迎
え
る
。
十
時
、
市
民
文
化
会

館
で
市
制
施
行
二
十
周
年
記
念

式
典
を
挙
行
。
 

「
こ
こ
、
芦
萱
生
え
る
大
川

の
ほ
と
り
。
 や
っ
と
開
拓
が
成

り
、
野
づ
ら
に
取
入
1
1の
歌
声

が
あ
が
っ
た
の
は
一
百
年
前
の

天
和
の
昔
 

」
 

ほ
の
暗
い
場
内
か
ら
ナ
レ

ー
 

タ
ー
の
声
が
流
れ
、
市
民
の
歌

の
合
唱
が
高
ま
る
に

つ
れ
て
照

明
が
徐
々
に
明
る
さ
を
増
し
式

典
の
幕
は
あ
け
た
0
ご
招
待
申

し
あ
げ
た
一
千
百
名
の
方

々
の

な
か
で
、
お
出
に
な
れ
な
か
っ

た
方
々
は
約
三
百
名
。
そ
の
な

か
の
ひ
と
り
木
村
さ
た
先
生
か

ら
便
り
が
あ
り
、
 

「
 

タ
や
け
で
明
日
の
天

気
を
占
っ
た
昔
の
こ

と
で
す
。
 

そ
の
頃
私
の
家
は
岩
木
川
の
左

岸
に
あ
り
、
川
べ
り
に
百
万
遍

と
書
い
た
石
と
し
て
は
、
割
合

う
す
っ
ぺ
ら
な
碑
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
碑
に
も
た
れ
て
川
下

の
高
根
と
い
う
村
か
ら
悠
々
と

川
の
水
に
の
っ
て
く
る
カ
ヤ

ツ

ケ
ブ
ネ
を
見
た
も
の
で
す
。
 

オ
モ
ー
カ
ジ
、
ト
ウ
リ
カ
ジ

と
、
は
や
し
な
が
ら
乾
橋
の
下

を
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
く
ぐ

っ
て
来
た
り
、
た
ま
に
は
、
船

の
片
端
に
し

つ
ら
え
ら
れ
た
小

屋
か
ら
出
て
来
て
、
岩
木
川
の

清
水
で
米
と
ぎ
を
し
、
そ
の
小

屋
か
ら
ゆ
ら
ゆ
ら
と
煙
が
上
っ

た
り
し
ま
す
。
春
に
な
っ
て
、
 

小
泊
、
武
田
、
中
里
、ご
局
根
な

ど
の
雪
が
と
け
は
じ
め
る
と
、
 

こ
の
カ
ヤ
ツ
ケ
ブ
ネ
が
悠
然
と

や
っ
て
く
る
の
で
す
。
 

」
 

と
、
な

つ
か
し
い
遠
い
日
の
こ

と
が
し
た
た
め
て
あ
っ
た
。
私

ど
も
の
記
憶
に
も
さ
だ
か
で
な

い
、
の
ど
か
な
大
川
の
風
景
で

あ
る
。
 

現
在
の
五
所
川
原
と
比
較
し

て
み
る
と
、
ま
こ
と
に
感
無
量

で
あ
る
。
 

雨
天
続
き
で
心
配
さ
れ
た
ブ

ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
も
神
技
に
等

し
い
妙
技
を
披
露
し
、
堤
防
を

埋
め
た
観
衆

の
喝
采
を
浴
び
た
。
 

北
斗
空
あ
く
ま
で
蒼
く
 

二
十
年
 

栄
造
 

ず

丁
 

辛 割 旧 



市
営
住
宅
 
新
宮
団
地
 

入
居
者
を
募
集
 

難
 

市
で
は
、
左
記
に
よ

り
市
営

住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
 

△
建
設
場
所
 
新
宮
団
地
（
 

五
所
川
原
市
大
字
長
橋
字
橋
元
）
 

△
募
集
期
間
十

月
二
十

一
日
 

ー
十
月

「
干
一
日
ま
で
。
た
だ

し
土
曜
日

の
午
後
、
日
曜
日
は

受
付
し
ま
せ
ん
。
 

△
入
居
者
の
選
考
 
市
の
 
「
 

市
営
住
宅
管
理
条
例
第
八
条

」
 

の
規
定
に
よ
り
実
態
調
査
を
お

こ
な
い
、
市
営
住
宅
入
居
者
選

考
委
員
会
に
は
か
っ
て
決
め
ま

す
。
 

△
入
居
予
定
 
十
二
月
二
十

日
 △

住
宅
使
用
料
 

〈
一
般
市
営
住
宅
〉
第
一
 

種
簡
二
階
建
九
、
〇
〇
〇
円
（
予

定
）
 
〈
特

定
目
的
住
宅
〉
 

第
二
種
簡
二
階
建

七
、〇
〇
〇

円
（
予
定
）簡
平
家
建

七
、〇
〇
〇

円

（
予定
）
 

△
政
令
に
よ
る
収
入
基
準
 

〈
第
一
種
〉
 
月
収
三
万
円
 

ー
五
万
八
千
円
〈
第
二
種
〉
月

収
三
万
円
以

下
 

標
準
世
帯
（

四
人
、
う
ち
扶

養
親
族
三
人
）

の
給
料
所
得
者

の
年
収
百
二
十
二
万
円
ー
百
七

十
二
万
三
千
九
百
九
十
九
円

こ
れ
ま
で
空
屋
入
居
申
請
書

を
提
出
し
た
方
で
も
新
規
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

△
申
込
み
先
 
市
窓
口
サ

ー
 

ビ
ス
課
住
宅
係
 

な
お
住
宅
の
種
類
、
入
居
資

格
な
ど
を
詳
し
く
し
り
た
い
万

は
住
宅
係
に
お
問

い
あ
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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名
選
手
育

て
の
親
 

高
橋
清
徳
氏
 

、
、
 
（四
九
）
、
金
山
 

、
 

無
名
の
五
農
高
相
撲
部
を
全
国
に

名
を
な
し
め
、
多
く
の
名
選
手
 

を
育

て
あ
げ
、
相
撲
、
青
森

の
名
と
と
も
に
五
所
川
原
の
名
を
高
め

た
。
現
在
市
内
の
児
童
、
生
徒
、
 
一
般
選
手
を
は
じ

め
県
内
高
校
生

の
指
導
的
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
o
 

剣
道
ひ

と
筋
 

森
 

保

氏
 

（六
三
）
、
 
ー
ッ
谷
 

幼
少

の
こ
ろ
か

ら
剣
道
を
習
い
、

以
来
こ

の
道
ひ
と
筋
に
う
ち
こ

む
。
大
正
、
昭
和
に
わ
た

り
青
少
年
剣
道
の
育
成
に

あ
た
り
振
興
に

尽
し
ま
し
た
。
 

②
 （毎月 1日 15日発行） 

市
民
ク
が
ら
く
た
市
〈
開
く
 

四
十
九
年
度
の
「
市
ス
ポ
 

ー
ッ
賞
」
 
の
受
賞
者
に
、ふ

た
り
の
功
労
者
と
十

七
人
の

個
人
、
十

一
の
団
体
が
決
ま

り
、
十
月
十
日
「
体
育
の
日
」
 

に
受
賞
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

◇

功
労

者
 

◇

個
 
人
 

▽
柔
道
 
鈴
木
誠

一
 
（
喫
）
 

奈
良
岡
英
雄
（
柳
町
）
、
佐
藤

順

一
 
（
藻川
）

▽
剣
道
 
平
山

留
美
（
布
屋
町
）
、

神
久
美
子
 

（敷
島
町
）
▽
陸
上
 
駒
プ
昭

吉

（湊
）
、
小
田
桐
匡
夢

（
栄

町
）
、
成
田
昭
則
（
毘
沙

門
）
 

根
上
幸
子
（
松
島
町

）
、
古
川

藤
子
（
沖
飯
詰
）

▽
相
撲
 
棟

方
修
新
（
幾
世
森
）
、
 
一
戸
隆
 

男
（
新
宮
町
）
 

、
 

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
乗
田
教

子
、
野
呂
文
子
（
以
ト
議

川
）
 

工
藤
綾
子
（
広
田

）
▽
銃
剣
道

工
藤
常
四
郎
（
寺
町
）
▽
空
手

柴
谷
豊
（
下

平
井
町
）
 

◇

団
 
体
 

▽
柔
道
 
五
所
川
原
市
青
年

団
協
議
会
柔
道
チ
ー
ム
、
五
所

川
原
市
役
所
柔
言
】部
、
五
所
川

原
警
察
署
柔
道
チ
ー
ム
▽
剣
道

五
所
川
原
警
察
署
剣
道
チ
ー
ム

▽
陸
上
 
五
所
川
原
第

一
中
学

校
女
子
リ
レ

ー
チ
ー
ム
▽
野
球

五
所
川
原
農
林
高
校
野
球
部
 

‘
，▽
相
撲
 
五
所
川
原
第
一
中

学
校
相
撲
部
、
五
所
川
原
農
林

高
校
相
撲
部
▽
バ
レ

ー
ボ
ー
ル

五
所
川
原
市
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
チ
 

ー
ム
▽
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
 
五
所

川
原
第

一
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
▽
重
量
挙
 
五
所
川
原
工
業

高
校
重
量
挙
部
 
（
敬
称
略
）
 

後
援
 
市
、

五
所
川
原
警
察

署
、
五
所
川
原
商
工
会
議
所
、
 

市
農
業
協
同
組
合
 

市
議
会
 

九
月
定
例
会
 

（
九
月
十
四
日
か
ら
 

十
三
日
間
）
 

△
昭
和
四
十
八
年
度
病
院
及
び

水
道
会
計
決
算
の
認
定
 

△
一
般
会
計
補
正
予
算
 

五
千
八
百
七
十
六
万
八
千
円
を

追
加
、
総
額
三
十
五
億
六
千
三

百
四
十
二
万
四
千
円
に
。
 

△
国
保
特
別
会
計
 

九
十
六
万
円
を
追
加
、
総
額
八

億
四
千
八
百
六
十
九
万
円
に

△
水
道
事
業
会
計
 

資
本
的
収
支
六
百
万
円
を
追
加

支
出
総
額
を
三
千
十
四
万
六
千

円
に
 

△
市
税
条
例
の

一
部
改
正
 

△
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部

改
正
 

△
市
営
に
よ
る
土
地
改
良
事
業

の
施
行
 

△
青
森
県
自
治
会
館
管
理
組
合

規
約
の

一
部
変
更
 

△
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
 

△
土
地
開
発
公
社
の
経

営
状
況

を
説
明
す
る
書
類
の
報

告
 

（請
願
）
 

△
市
道
編
入
に

つ
い
て
（
採
択
）
 

（
意
見
書
）
 

△
原
子
力
船
「
む
つ
号
」
 
に
関

す
る
意
見
書

（
可
決
）
 

第

一
回
「
市
民
家
庭
古
物
（
 

が
ら
く
た
）
交
換
会
」
を
次
の

日
程
で
開
き
ま
す
。
 

▽
と
き
 
十
月
二
十
六
日

（
 

午
後

一
時
か
ら
）
二
十
七
日
（
 

午
前
九
時
か
ら
）
の
両
日
 

▽
と
こ
ろ
 
市
庁
舎
前
「
お

ま

つ
り
広
場
」
 

▽
出
品
の
方
法
 
出
品
す
る

古
物
は
、
十
月
二
十
三
、
二
十

四
の
両
日
、
五
所
川
原
警
察
署

防
犯
課
ま
で
 

現
物
に
荷
札
を
取
り
付
け
、
 

交
換
希
望
価
格
、
住
所
、
氏
名

電
話
を
明
記
し
届
け
る
こ
と
。
 

た
だ
し
、
ガ
ラ
ス
、
セ
ト
モ
ノ

類
は
除
き
ま
す
。
現
物
と
引
き

換
に
預
り
書

を
お
渡
し
し
ま
す
。
 

な
お
、
交
換
の
方
法
な
ど
く

わ
し
く
は
、
五
所
川
原
警
察
署

防
犯
課
（
電
話
⑤
二
一
四

一
番
 

）
、
五
所
川
原
古
物
商
組
合
（
 

電
話
⑤
二
五
五
二
番
）
に
お
問

い
あ
わ
せ
く
だ
さ

い
 

主
催
 
五
所

川
原
地
区
古
物

商
組
合
 



市
で
は
、
市
制
施
行
二
十
周
年
を
契

機
に
、
百
年
の
大
計
と
も
い

う
べ
き
「
緑
の
自
然
、

緑
の
学
園
、
緑
の
都
市
づ
く
り
」
に
着
手
し

た
の
を
機
会
に
十

月
五
日
市
民

文
化
会
館
に
「
月
山
を
守

る
会
会

長
」
、
 
「
山
形
県
自
然
環
境
保
全
審
議

委
員
」
 
の
安
斎
徹氏
を
講
師

に
招
ね
き
、
 
「自
然
と
健
康
」
 
と
題
し
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

機
康
は
緑
つ
気博

鰍
 

安
斎
氏
は
八
十
五
歳
。
六
十
年
間
山
歩
き
を
し
、

東
北
の
山
々
は
、
 

足
の
踏
み
入
れ
な

い
と
こ
ろ
は
な
い
ほ
ど
。
著
書
に
 
「東
北
の
山
々
」
 

「樹
氷
」
、
 
「熊
、
自
然
、
樹
氷
」
な
ど
が

あ
り
、
直
接
山
を
探
査

し
て
得
た
自
然
観
な
ど
貴
重
な
体
験
を
披
露
し
、

多
く
の
感
銘
を
与

え
ま
し
た
。
以
下
は
、
そ
の
講
演
要
旨
で
す
。
 

不
況
下

の
出
稼
ぎ
 

最
近
の
産
業
経
済
界
は
、
昨

年
末
の
 
「エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
L
 

以
来
変
動
を
続
け
て
お
り
、
昨

今
の
金
融
引
き
締
め
、
総
●
，要

抑
制
な
ど

の
影
響
か
ら
生
産
が

減
少
し
、
生
産
中
止
、
操
業
短

縮
、
残
業
カ
ッ
下
な
ど
を
実
施

し
て
お
り
、
こ
の
不
況
現
象
は

続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

こ
う
し
た
現
況
か
ら
、
出
稼

ぎ
問
題
に
も
か
な
り
の
影
響
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
冬
期
出

稼
ぎ
を
希
望
す
る
方
は
、
産
業

経
済
界
の
不
況
現
象
を
認
識
し

左
記
事
項
に
ご
留
意
さ
れ

る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
 

▽
出
稼
ぎ
求
人
が
か
な
り
減

少
し
、
と
く
に
製
造
業
が
目
立

っ
て
い
ま
す
。
 

前
で
、
石
に
植
物
の
生
え
て
い

る
の
を
み
つ
け
た
が
、
美
し

い

け
ど
ど
う
し
て
生
え
て
い
る
の

か
だ
れ
も
疑
問
を
持
た
な
い
。
 

岩
石
に
は
、

コ
ケ
も
生
え
て

い
た
が
、
岩
石
を
作
っ

て
い
る

成
分
が
風
化
し
て
い
る
と
こ
ろ

へ
、
動
植
物
の
有
機
物
が
混
っ

て
い
な
け
れ
ば
だ
め
な
ん
だ
。
 

最
下
等
生
物
に
バ

ク
テ
リ
ア

が
あ
る
が
、
硝
酸
バ

ク
テ
リ
ア

が
硝
酸
を
残
し
、
薄

い
膜
で
岩

を
腐
ら
せ
る
ん
だ
。
こ
れ
が
、
 

土
の
始
ま
り
だ
。
石
で
も
、
割

れ
目
の
あ
る
と
こ
ろ
は
つ
き
や

す
い
。
 土
の
な
い
と
こ
ろ
に

植

物
は
な
い
。
磨

い
て
光
択
の
あ

る
高
価
な
石
碑
は
、
硝
酸
バ
ク

テ
リ
ア
の
入
る
穴
が
な
い
。
自

然
は
、
な
ん
の
ウ
ソ
も

つ
か
な

い
。
そ
れ
が
真
理
だ
。
 

私
が
三
十
歳
の
と
き
、
あ
る

講
演
会
で
当
時
六
十
七
歳
の
牧

野
先
生
（
富
太
郎
、
植
物
学
者
 

）
と
あ
っ

た
が
、
先
生
は
昼
食

ど
き
、
茶
腕
に
水
を
か
け
、
福

神
漬
け
だ
け
で
食
事
を
し
て
い

た
。
私
は
、
 
「
そ
れ
で
、
先
生

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
か
」
 
と
い

っ
た
と
こ
ろ
、
 
「人
間
は
こ
れ

で
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
な
ん
だ
」
 
と

カ
っ
し
ゃ
っ
た
。
先
生
は
、
病

気
も
し
な
い
で
九
十
四
歳
で
亡

く
な
っ
た
。
 

人
は
、
食
う
こ
と
の
欲
望
に

な
ら
ず
、
分
相
応
に
食
っ
て
い

る
と
健
康
に
よ
い
の
だ
。
老
人

は
、
身
体
の
老
人
と
頭
の
老
人

は
違
う
の
だ
。
私
は
、
老
人
の

集
ま
り
に
で
た
こ
と
が
な
い
。
 
 

人
間
に
は
、

動
物
に
優
る
頭
脳

が
あ
る
。
頭
の
知
能
は
歳
を
と

っ
て
も
減
る
も
ん
じ
ゃ

な
い
。
 

食

い
た
い
、
遊
び
た
い
人
間
は

人
間
の
退
却

で
あ
り
、
知
能
器

官
の
サ
ビ

を
起
さ
な

い
よ
う
に

す
べ
き
だ
。

た
だ
、
近
年
車
の

尻
か
ら
出
る
毒
物
、
排
気
ガ

ス

が
空
気
を
汚
し
、
知
能
を
鈍
ら

せ
て
い
る
。
家
の
中
の
掃
除
で

も
、
換
気
で
も
炭
酸
ガ

ス
の
処

理
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
 

緑
だ
。
部
屋
の
中
に
炭
酸
ガ
ス

を
多
く
し
な
い
の
が
健
康
上
必

要
で
あ
り
、

炭
酸
ガ
ス
を
吸
っ

て
い
る
植
物
し
か
な
い
。
病
気

に
な
ら
な
い
施
策
こ
そ
が
大
切

だ
。
 

植
物
と
い
っ
て
も
、
近
年
生

長
の
早
い
金

に
な
る
木
が
植
え

ら
れ
て
い
る
。
 ケ
ヤ
キ
、
ス
ギ

の
植
林
が
な
く
な
っ
た
が
、
ケ

ヤ
キ
は
土
地
を
安
定
さ
せ
崖
崩

れ
を
防
げ
る
。
植
物
は
、
人
間

の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
 

あ
ら
ゆ
る
動
物
は
植
物
の
な
か

か
ら
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
 

と
こ
ろ
が
、
月
山
の
例
で
あ

げ
る
な
ら
、
あ
そ
こ
に
は
雪
渓

で
は
な
い
が
、
初
夏
で
も
吹
留

り
が
あ
る
。
ス
キ
ー
の
た
め
、
 

雪
が
早
く
融
け
な
い
よ
う
塩
を

ま
い
て
下

の
樹
木
を
枯
ら
し

て

い
る
の
だ
。
五
所
川
原
は
、
緑

の
確
保
に
先
手
を
と
っ
た
。
だ

が
ケ
ヤ
キ
の
よ
う
な
も
の
が
も

っ
と
よ
い
。
緑
は
、
美
観
ば
か

り
整
え
て
も
意
味
が
な
い
。
 

（
了
）
 

電
話
局
か

ら
お
願

い
 

こ
と
し
も
、
出
稼
ぎ
の
季
節

に
な
り
ま
し
た
が
、
出
稼
ぎ
の

た
め
長
期
間
求
族
全
員
が
不
在

に
な
る
場
合
は
、
お
手
数
で
も

電
話
局
に
ご
有
」
絡
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
 

電
話
の
管
理
上
必
要
で
す
の

で
、
お
出
か
け
に
な
る
前
は
、
 

④
局
の
二
〇
〇
〇
番
（
料
金
は

か
か
り
ま
せ
ん
）
に
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

（
五
所
川
原
電
報
電
話
局
）
 

に
警
告
 

▽
不
況
時
に
は
、
悪
質
手
配

師
が
横
行
す
る
の
で
、
賃
金

不

払

い
、
条
件
の
相
違
な
ど

の
多

発
が
心
配
さ
れ
ま
す
。・
縁
故
就

労
、
事
業
所
直
行
な
ど
の
不
安

定
就
労
は
、
問
題
発
生
の
根
源

と
な
る
の
で
、
職
場
は
必
ず
職

業
安
定
所
を
通
じ
決
め
る
こ
と
。
 

▽
生
産
調
整
な
ど
か
ら
残
業

を
多
く
望
め
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
 

▽
例
年
就
労
し

て
い
る
か
ら

確
認
す
る
必
要
は
な
R

あ
る

い
は
職
場
を
決
め
な
い
ま
ま
行

っ
て
も
ど
う
に
か
な
る
、
と
い

う
安
易
な
行
動
は
慎
む
こ
と
。
 

▽
高
年
齢
者
は
制
限
さ
れ
、
 

婦
女
子
の
求
人
が
減
少
し

て
い

ま
す
。
 

難
相
談
所
開
く
 

▽
と
 
き
 
十
月
二
十
三
日
 

（水
）
午
前
十
時
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
丸
友
デ
パ
ー
ト

五
階
 

法
務
局
五
所
川
原
支
局
、
人

権
擁
護
委
員
会
五
所
川
原
部
会
 

市
民
文
化
祭
の
出
品
を
受
付
け

第
十
四
回
「
市
民
文
化
祭
」
 

は
、
十
月
二
十
七
日
か
ら
十

一

月
十
日
ま
で
市
民
文
化
会
館
を

主
会
場
に
開
き
ま
す
の
で
、
出

演
、
出
品
希
望
者
は
十
月
二
十

五
日
ま
で
市
中
央
公
民
館
に

お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
 

予
定
し
て
い
る
種
目
は
、
文
芸

美
術
、
芸
能
、
お
茶
な
ど
そ
の

他
の
各
部
門
で
す
c
 

講
演
要
旨
 

ョ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ア
フ
リ
カ

で
も
、
砂
漠
の
よ
う
に
緑
の
な

い
と
こ
ろ
に
水
が
な
い
、
猛
獣

の
住
ま
な
い
自
然
も
あ
る
。
近

年
、
日
本
の
生
活
環
境
、
と
り

わ
け
観
光
開
発
が
進
ん
で

い
る

が
、
自
然
を
考
慮
に
入
れ
な
い

自
然
の
破
壊
と
金
も
う
け
に
か

け
て
は
実
に
す
さ
ま
じ
い
も
の
 

が
あ
る
。
 
 
観
光
は
、
 
 
目
を
と
お

し
頭
に
お
く
っ
た
も
の
か
ら
役

に
た
つ
知
識
を
得
る
も
の
で
あ

り
、
登
山
も

ス
ポ
ー
ツ
と
い
う

よ
り
真
実
を
見
極
め
る
た
め
に

あ
る
。
 

植
物
が
生
育
す
る
に
は
、
土

が
九
九
％
必
要
で
あ
る

の
に
、
 

土
の
あ
り
が
た
さ
、
土
を
知
る

こ
と
が
た
り
な
い
。
営
林
署
の

方
々
と
山
に
行
っ
た
と
き
、
渓

流
と
崖

の
あ
る
美
し

い
風
景
の
 

③
 

、
 



農
業
者
年
金
だ
よ
り
 

“加
入

の
チ
ャ

ン
ス
で
す

）
 

華麗秋空の航空シ 

県中小企業年末年始資金特別保証制度 

く 保証対象 県内に事業所を有する中小企業者 

く 実施期間 10月 1日から昭和50年 1月31日まで 

く 保証条件 

(1）資金の使途 運転資金 

②保証金額 個人、法人 1,000万円以内 

組 	合 3,000万円以内 

ただし、組合が組合員に転貸する場合は一組 

合員1,000万円以内とし、その組合に対する 

保証限度は7,000万円以内とする。 

(3保証期間 6カ月以内 

(4腺証形式 手形貸付、証書貸付および手形割引の保証 

(5）返済方法 一括払または分割払 

6）利息および 利 息 取扱金融機関の所定利率 

保 証 料 保証料 年率1.26% 

(7）保証人およ 保証人は厚則として1名以上とし、必要に応 

び担 保 じて担保を微する。 

く 受付場所 取扱金融機関および県信用保証協会本・支所 

わ
ら
焼
き
は
 

や
め

て
く
だ

さ
い
 

円
に
な
り
ま
し
た
。
 

今
回
の
改
正
で
「
 

大
正
五
年
一
月
二
日

か
ら
大
正
七
年

一
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
」
で
過
去
（
昭
、
 

和
四
十
六
年
、
四
十

七
年
）
の
保
険
料
が

時
効
に
よ
っ
て
納
め

ら
れ
な
く
な
マ
た
年

金
加
入
者
と
、

こ
れ

か
ら
加
入
す
る
当
然
 

加
入
資
格
者
（
五
十
ァ
ー
ル
以

上
の
経
営
主
）
は
、
年
金
の
受

給
資
格
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
 

明
年

一
月
か
ら
向
こ
う

一
年
間

一
月
に
つ
き
新
保
険
料
千
六
百

五
十
円
を
納
付
す
る
と
、
時
効

に
よ
っ
て
消
滅
し
た
期
間
を
、
 

保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
す
る

救
済
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
改
正
法
と
の
関
係
で
 

「
保
険
料
納
付
の
特
例
」
が
あ

り
、
次
に
掲
げ
る
（m
あ
③

の
方

で
、
そ
の
期
日
内
に
手
続
き
を

完
了
し
た
方
は
、
現
行
の

一
月

七
百
五
十
円

の
保
険
料
で
時
効

に
な
っ
た
期
間
も
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

か
ら
、
該
当
者
は
農
協
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

①
こ
れ
か
ら
加
入
す
る
者

大
正
五
年

一
月
二
日
か
ら
大

正
七
年

一
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
農
業
者
年
金
の
当
然
加
入

資
格
者
（
五
十

ア
ー
ル
以
上
の

経
営
主
）
と
任
意
加
入
資
格
者
 

（
五
十
ァ
ー
ル
以
上
の
経
営
主
）
 

の
後
継
者
、
三
十
ァ
ー
ル
以
上

五
十
ァ
ー
ル
未
満
の
果
樹
、
園

芸
施
設
の
経
営
主
、
農
業
生
産

法
人
の
構
成
員
）
は
、
十

一
月

十
日
ま
で
に
農
協
で
加
入
の
手
 
 

続
き
を
し
、

こ
れ
に
伴
う
昭
和

四
十
六
年
、
四
十
七
年
の
保
険

料
は
こ
と
し
の
十
二
月
末
日
ま

で
に
農
協
に
完
納
す
る
よ
う
に
。
 

②
す
で
に
加
入
し
て
い
る
方

す
で
に
加
入
の
手
続
き
を
終

え
て
い
る
大
正
五
年

一
月
二
日

か
ら
大
正
七
年

一
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
被
保
険
者
で
未
納

保
険
料
（
昭
和
四
十
六
年
、
四

十
七
年
）
を
納
付
す
る
方
は
、
 

こ
と
し
の
十
二
月
末
日
ま
で
に

農
協
に
完
納
す
る
よ
う
に
。
 

大
正
七
年

一
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
被
保
険
者
で
、
未
納

保
険
料

（昭
和
四
十
六
年
、
四

十
七
年
）
を
納
付
し
た
い
方
は

十
二
月
末
日
ま
で
に
、
農
協
に

完
納
す
る
よ
う
に
。
 

③
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い

大
正
七
年

一
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
加
入
資
格
者
も
、
す
で

に
時
効
が
完
成
し
た
昭
和
四
十

六
年
以
後
の
保
険
料
を
納
付
し

た
い
方
は
、
十
一
月
十
日
ま
で

に
農
協
で
加
入

の
手
続
き
を
し

こ
れ
に
伴
う
保
険
料
は
十
二
月

末
日
ま
で
に
、
農
協
に
完
納
す

る
よ
う
に
。
 

以
上
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
 

現
在
、
年
金
加
入
者
は
全
国

で
約
百
七
万
人
で
す
。
当
然
加

入
者
が
約
八
十
八
万
人
、

任
意

加
入
者
が
約
十
九
万
人
、
任
意

加
入
者
の
大
部
分
は
後
継
者
で

加
入
し

た
人
々
で
す
。
ま
た
、
 

女
性
も
約
五
万
人
加

入
し
て
い

ま
す
。
 

農
業
者
年
金
も
改
正

さ
れ
、
 

大
変
魅
カ

の
あ
る
制
度
に
な
り
 
 

ま
し
た
。
昭
和
五
十
一
年
か
ら

経
営
移
譲
年
金
が
給
付
さ
れ
ま

す
。
 

早
く
加
入
し
、
豊
か
な
老
後
 

わ
ら
焼
き
の
煙
に
よ

り
眼
や

の
ど
を
痛
め
て
い
る
人
が

続
出

し
た
り
、
交
通
事
故
が
発
生
し

ま
す
の
で
農
家

の
み
な
さ
ん
の

自
覚
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

▽
煙
公
害
を
な
く
し
ょ
う

市
民
の
健
康
を
公
害
か
ら
守

り
、
生
活
環
境
を
保

つ
た
め
、
 

「市
公
害
防
止
条
例
」
が
制
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ち
じ
る
し

い
ば
い
煙
を
発
生
さ
せ
る
わ
ら

焼
き
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

と
く
に
住
家

の
近
く
や
交
通
の

激
し

い
道
路
付
近
で
の
わ
ら
焼
 
 

を
築
き
ま
し
ょ
う
。
 

加
入
手
続
き
は
農
協
で
す
。
 

く
わ
し
く
は
、
農
協
か
農
業
委

員
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

き
は
絶
対
や
め
て
く
だ
さ

い
。
 

▽
稲
わ
ら
を
役
立
て
よ
う

米
の
品
質
の
低
下
は
、
た
い

肥
を
施
用
し
な
い
こ
と
が

一
番

の
要
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
稲

わ
ら
は
た
い
肥
、
わ
ら
工
品
、
 

畳
床
の
原
料
と
し
て
需
用
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
 

▽
稲
わ
ら
は
土
に
返
そ
う

良
質
米
は
、
た
い
肥
を
入
れ

た
田
ん
ぼ
か
ら
生
産
さ
れ
ま
す
。
 

稲
わ
ら
は
、
速
成
た
い
肥
や

生
わ
ら
の
す
き
こ
み
な
ど
に
よ

り
、
田
ん
ぽ
に
返
し
ま
し
ょ
う
。
 

加
入
の
手
続
き
は
、

十
一
月

十
日
ま
で
に
 

未
納
保
険
料

の
納
付
は
、
十

二
月
末
日
ま
で
に
 

声
菜
者
年
金
基
金
法
が

一
部

改
正
に
な
り
、
明
年

一
月
か
ら

実
施
さ
れ
、
す
が
、

給
付
お
よ

び
保
険
料
と
と
も
に
二

・
二
倍

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
現
行
保
険

料
七
百
五
十
円
が
千
六
百
五
十
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